
 

表 中間支援の活動プロセスにおけるポイント・留意点 

 

●：ポイント ●：課題 

活動 

プロセス 

体制名 

道南 峡南 七尾 浜松 鯖江 兵庫 上勝 綾町 沖縄 

（１） 

取組の背

景・動機 

●急速な高齢化や周辺地
域の過疎化の進行、経
済沈滞や雇用情勢の悪
化による労働人口の流
出の進行、生産年齢人
口の急激な減少 

●地域独自の体験観光メ
ニューや商品が少な
く、地域特産物を活用
した新たなメニューや
商品開発が緊急の課題 

●ガゴメを活用した商品
開発や販路開拓に取り
組むが、売上の停滞等、
限界を感じている 

●函館市にはまだ光の当
たらない地域資源が多
くあり、これらの掘り
起し・活用が重要 

●観光と結びつけて新た
な価値の創出 

●商品開発後の販路開
拓、事業拡大、設備投
資等を進めていく際、
産官学に加え金融機関
との連携が不可欠 

●地域住民の高齢化 
●支援対象が、地元に広
がる棚田の耕作放棄地
を活用した、日本酒づ
くりをスタート。しか
し、酒米を販売するこ
とのみの活動であり、
酒米売上収入と町の補
助金を頼りにする事業
性のない活動で、継続
が危ぶまれていた。 

●地域のキーパーソンが
１名でリーダーシップ
をとり活動を展開して
いるが、今後の活動展
開において、参画メン
バーの役割分担等、事
業の進め方にも改善が
必要な時期にきてい
た。 

●地元に移り住んだ若い
世代の中で農業に興味
のある人材があり、新
しい取組を通じた仲間
づくりの機運が高まっ
ていた。 

●人口減少と高齢化の進
行により、地域課題の
多様化・深刻化に対し
て、担い手が不足して
いる。 

●農家民宿「古民家こず
え」は、来客数が少な
く、集落内での認知の
され方が限定的。地域
づくりのために「農家
民宿」を始めたことへ
の理解がされていない
ため、地元の人達と一
緒に地域を盛り上げて
いく協力体制を築くこ
とが課題。 

●釶打ふるさとづくり協
議会は、人口減少に歯
止めが掛からず、地域
内の担い手不足が深刻
化する中、地域リーダ
ーも高齢化してきてい
るため、地域内の担い
手を広げることが課
題。体験型のツアー等
を企画・実施してきた
が、商品化には至って
いなかった。 

●放置竹林の拡大、森林
の荒廃等が課題 

●自動車、オートバイ、
楽器、工作機械、光電
子分野等の高いものづ
くり力を有している。
リーマンショック以降
活力が低下した浜松地
域に、竹材を利用して
新事業・新産業を創出
することが求められて
いた。 

●浜松地域イノベーショ
ン推進機構が中心とな
り、浜松地域資源活用
研究会を平成 25 年９
月に設立。公益財団法
人浜松地域イノベーシ
ョン推進機構、浜松市、
湖西市が参画。 

●竹等の未利用資源の有
効活用等を目指して活
動していたが、具体的
な新規商品の開発等に
向けた資金確保が大き
な課題であった。 

●鯖江市の中心市街地の
活性化は重要な課題と
なっていた。 

●chobit（小さな屋台）
を活用した提案で、ビ
ジネスプランコンテス
トで優勝した横井氏
は、自身のビジネスで
精一杯となっており、
chobit による起業に
参画する仲間づくりへ
はなかなか展開しない
状況であった。 

●NPO 法人小さな種・こ
こるは、鯖江オリジナ
ル料理の開発に取り組
んできたが、単に美味
しい、ヘルシー、安全
安心、といだけではな
く、商品の構成、商品
名、マーケティング、
パッケージデザイン、
広告など、全く専門外
のノウハウも必要にな
り、なかなか前に進め
られない状況であっ
た。 

●対象の４地区では、人
口減少、少子高齢化が
進展しており、空き
家・空き店舗対策が緊
急の課題となってい
る。 

●古民家等の活用につい
ては、篠山市において
先行的に 40 棟、28 件
の実績があり、活用手
法や事業スキームが確
立していた。 

●国家戦略特区に「歴史
的建築物の活用」とし
て建築基準法の規制緩
和が位置づけられたこ
とから、古民家等の持
つ「趣」を活かした、
より効果的・魅力的な
活用が可能となった。 

●過疎、高齢化、木材不
況、後継者難など、中
間産地の構造課題が顕
在化。 

●棚田、里山、自然環境、
人・組織等を活用し、
多様な組織による多様
な活性化活動等が展開
されている。 

●しかし、各地域毎各組
織毎の活動にとどまっ
ており、地域ブランド
構築、地域の魅力発信、
産業構築などが課題。 

●棚田フィールドそのも
のをビジネス資源とし
た取組が未開発。 

●集落とともに生きてい
くという姿勢が大切で
あり、住民が自ら地域
資源を活用して生活で
きる（生業ができる）
ことが重要である。 

●有機農法による農産物
生産に力を入れてお
り、評価も高いが、少
量多品目で、多くの消
費者が求めるニーズに
はマッチしていない現
状があり、一定期間に
収穫された農産物を加
工し年間を通じて提供
できる特産品開発が必
要となっていた。 

●農業従事者の高齢化が
進む反面、町外からの
移住者も多く農業に従
事してみたいという移
住者が働ける「場」が
実際には少なく、マッ
チング等の機能が必
要。 

●ユネスコエコパークの
指定を受けたが、ネー
ミングを活かした具体
的な活動が実践されて
いない。 

●経済が衰退化、商業地
域の空き店舗化が進ん
でいる。 

●近隣に大型商業施設の
開業が控えている中、
市は中心市街地の活性
化に取り組んでいる。 

●沖縄市は、15 歳未満の
人口の割合が全国一高
い市であり「こどもの
まち宣言」を公表し、
まちづくりを行ってい
る。 

●複数の NPO 法人や民間
事業者、地域団体が、
地域づくりに資する新
規事業として「子ども」
を軸とした商品企画、
サービス提供を検討
し、立ち上げの準備を
しているが、各団体は
これらの事業に精通し
ていると言えず、多く
が財政基盤が脆弱な状
態にある。 

（２） 

体制構築

のきっか

け 

●財団は、北洋銀行、北
海道大学、北海道渡島
総合振興局と常的に協
力関係があり、北洋銀
行から事業の紹介を受
け、本事業に提案する
ことが協議会構築のき
っかけとなった。 

●協議会のメンバーは財
団の専務が提案しコー
ディネートを実施 

●財団、北海道大学がこ
れまでねばねば本舗、
フードカンを支援して
きた背景がある。 

●富士川・夢・未来の理
事長が、富士川町の地
域づくり活動を支援す
るための組織を構築す
べきと提案し、富士
川・夢・未来が事務局
を担うことになった。 

●富士川・夢・未来とと
もに、山梨県主催の中
部横断道沿線活性化協
議会のメンバーとして
活動していた山梨中央
銀行、広域行政組合、
こしべんと開発・普及
プロジェクト推進協議
会に声をかけた。 

●合宿誘致の強化を目的
として、平成 21 年度の
内閣府事業「地方の元
気再生事業」への応募
を検討していた。 

●「地方の元気再生事業」
への応募にあたり、株
式会社御祓川が中心と
なり、協議会の立ち上
げを呼びかけた。 

●これまで連携を図って
きた日頃からつながり
のあるメンバーでの構
成を進めたことから、
特に反対なく設立され
た。 

●浜松信用金庫は浜松地
域イノベーション推進
機構に出向するなど以
前よりつながりがあっ
た。平成 25 年９月に立
ち上げた浜松地域資源
活用研究会を通じて、
浜松市や湖西市ともつ
ながりがあったこと
が、協議会構築のきっ
かけとなった。 

●協議会構築にあたり、
浜松地域イノベーショ
ン推進機構の前川氏が
中心となってコーディ
ネートした。 

●国交省の事業を人から
伝え聞き、食文化の情
報発信につながる取組
での応募を考えた。 

●掃部氏が中心となり、
これまでつながりの深
かった NPO 法人さばえ
NPO サポート、鯖江市、
鯖江市中小企業創業支
援協議会に声をかけ、情
報共有を図った。 

●但馬信用金庫からの事
業の案内を受け、一般
社団法人ノオトを中心
に協議会を設立した。
これまでの一般社団法
人ノオトのネットワー
クにより、構成主体へ
参画を呼び掛けた。こ
れまでの良好な関係性
から、スムーズに体制
構築に至った。 

●やいたか、上勝町、徳
島銀行の連携により協
議会を設立し、本事業
への参画が決定した。 

●事業実施以前より、４
地区の協議会が組織を
結成し、外部の協力機
関とも関係性を有して
いたことから、体制の
構築に至った。 

●エコパーク推進に向け
た協議会の設立を予定
していたため、本事業
のスキームに沿って、
金融機関等を構成主体
とした協議会を設立し
た。協議会の設立にあ
たっては、綾町エコパ
ーク推進室が中心とな
り、各構成主体の参画
を呼び掛けた。 

●本事業の情報を入手し
た外部協力機関より、
事務局へ打診があっ
た。加えて、行政、金
融機関へ打診があっ
た。 

●外部の協力機関へは、
既存のネットワークが
あったことから、参画
の働きかけを行った。 

（３） 

支援対象

の選定 

●各構成主体は、地域産
品の消費拡大による地
域産業の活性化を目指
しており、支援対象の
目指す目標と一致して
いた。 

●富士川・夢・未来の理
事長は「㈱萬屋醸造店」
の会長でもあり、当会
の酒づくりが赤字続き
という状況を鑑み、富
士川・夢・未来として
支援することを提案。 

●「古民家こずえ」の代
表は「うまみん」のパ
ートナー（プログラム
提供者）としての実績
があり、地域づくり活
動に関する意識やスキ
ルが非常に高い。 

●釶打地区は昨年のイン
ターン受け入れで実績
がある。長期的にはさ
らに具体的なアクショ
ンにつなげる必要があ
り、景観等の地域資源
は活用すれば売れるｺﾝ
ﾃﾝﾂになると感じた。 

●支援対象は全て研究会
のメンバーであり、協
議会としての目標に合
致し、放置竹林の解消
や新規商品の開発等に
資すると考えた。 

●chobit を活用したビ
ジネスプランに大きな
可能性を感じていた。 

●NPO 法人小さな種・こ
こるは、店の看板商品に
なるような目玉料理が
なかった。 

●新たな鯖江のオリジナ
ル料理を開発するとと
もに、chobit でそれを
販売促進していくこと
で、相乗効果が期待で
きると考えた。 

●古民家等の歴史的建築
物の再生、歴史地区の
再生に取り組む地域団
体・NPO 等に対し、中
間支援活動を行うこと
とした。 

●４地区の協議会から、
上勝町へ本事業への参
画についての提案があ
った。 

●提案にあたっては、徳
島大学の澤田氏による
アドバイスが行われ
た。 

●農業支援センターでは
自分達で消費する味噌
作りなど六次化の実績
を有していたが、流通
や商品のデザインなど
のノウハウを有してい
ないことから、商品化
に踏み出せずにいた。 

●事務局とのつながりが
あったことから、選定
に至った。支援対象候
補はいくつかあった
が、「子どものビジネス
網」というテーマにあ
てはまる５つを支援対
象とすることとした。 



 

活動 

プロセス 

体制名 

道南 峡南 七尾 浜松 鯖江 兵庫 上勝 綾町 沖縄 

（４） 

商品企画 

・開発 

●大学による、専門的知
見を活かしたアドバイ
スや専門家の紹介、情
報提供を行った。 

●事業計画を立てる中
で、支援対象に原価計
算、原材料の生産量の
数値化に取り組んでも
らい、収益確保に対す
る意識を明確に持って
もらった。 

●麹に馴染みのない支援
対象メンバーに、麹へ
の理解や活用方法の検
討を促した。 

●面談では応募してきた
学生自身の成長ではな
く、プロジェクトへの
貢献意欲に着目した。 

●インターン募集のプロ
ジェクトをホームペー
ジへ掲載する際には、
やる気のある学生が魅
力を感じるタイトル設
定やコピーライティン
グ、臨場感を伝える写
真の選定などに留意し
た。 

●静岡県西部農林事務
所、セミナーに参加し
た自治会（利用可能な
竹林を有する地権者が
所属）、竹材利用者、森
林組合で話し合いや竹
林伐採・搬出の試行を
行った。 

●オリジナル料理の開発
では、専門家のアドバ
イスから、ブランドイ
メージの検討に時間を
かけることにした。地
域の関係者や一般市民
を参加者として、ファ
シリテーターの専門家
を呼んで、鯖江の伝統
料理を食べながら、鯖
江料理のあるべき姿を
話し合う会議（コンセ
ンサス会議）を開催。
フードコーディネータ
ーの評価・アドバイス
も経て、鯖江のオリジ
ナル料理の方向性が決
められた。 

●仲間づくりを目的とし
て、ビジネスプランコ
ンテストを開催。参加
者がアイデア出しを行
い、それをもとに実際
に chobit を試作し、ビ
ジネスプランコンテス
トで発表し、実際に出
店を試行するまでの全
てを行うものとした。 

●地方部の特性に沿っ
て、行政を中心とした
進め方とし、関係性づ
くりを行った。 

●金融機関との密な連携
が、融資決定を早め、
事業化に向けた取組の
推進につながった。 

●民間事業者の実践経験
に基づいた専門的な助
言が、支援対象への事
業化に向けた新たな視
点提供につながった。 

●個別聞き取り方式によ
る連携の項目や課題、
懸念等の把握・分析（関
係者アセスメント）に
対するアドバイスを行
い、それをもとに、連
携・協働による活動の
理念、コンセプト、目
標、仕組みの立案の支
援、連携型ビジネスに
向けた経営的観点から
のアドバイスを行っ
た。 

●各商品の試行後、検証
の場を設け、徳島大学
澤田氏や赤十字救急法
指導員、上勝自然体験
学習研究会代表等のア
ドバイザーによる検証
を実施した。 

●認証制度の規定案を
綾町エコパーク推進
室が中心となって作
成、協議会で協議し、
認証手順や仕組みを
構築するとともに、認
証マークを作成した。 

●認証第１号の商品開発
に農業支援センターが
着手し、その販売戦略、
商品のパッケージデザ
インに関する支援を行
った。 

●５つの支援対象に対
し、事務局は、事業の
企画、調整、専門家と
の連携、マーケティン
グ調査、販売ルートの
確保等の支援を行っ
た。 

●行政は、情報や場所の
提供、他団体との連携
や市の広報誌等への情
報掲載の調整を行っ
た。 

●金融機関は、支援対象
への融資、事業計画等
に関するヒアリング、
取引先への案内・告知、
店舗でのグッズの展示
等を行った。 

●外部の協力機関は、そ
れぞれの支援対象に対
し、セミナーやワーク
ショップの企画・運営
支援や商品企画・ビジ
ネスモデル構築等の指
導、情報提供やデザイ
ナーによる指導、ノウ
ハウ提供等を行った。 

（５） 

デザイン 

●ギフト商品開発におい
て、地域の商品デザイ
ンに関わっている専門
家により、アドバイス
を行った。 

●専門家による講習を受
け、商品のデザイン・
ストーリーをメンバー
で協議した上で、商品
のパッケージやロゴ等
のデザインを行った。 

― 

●ランプのデザイン数の
増加が望ましいとの専
門家の指摘を受け、台
座のデザインを複数に
した。 

●コンセンサス会議等の
意見を受け、生のへし
こそのままのイメージ
である和食ではなく、
女性をターゲットにし
たワイン等と一緒に食
べることを意識したネ
ーミングとした。 

 

●商品コンセプトづくり
及びパッケージ検討
に、協議会よりアドバ
イザーを派遣した。 

― 

●認証商品の目印とな
るマークのデザイン
はNPO法人宮崎文化本
舗、一般社団法人てる
はの森の会（活動実績
のある市民活動団体）
が監修し、デザイン事
務所とのコーディネ
ートを行った。 

●第１号商品となる｢味
噌｣のパッケージ・デ
ザイン、ネーミング、
販売コンセプトを、
NPO 法人宮崎文化本舗
と宮崎産業振興機構
が中心となりアドバ
イスを行った。 

●子ども絵図鑑地図の作
成にあたり、広報等の
専門家、デザイナーに
よる協議を行った。 

（６） 

販路開拓 

●渡島総合振興局、北洋
銀行が、道内外の百貨
店・専門店のバイヤー
やアドバイザーを支援
対象に紹介し、商談の
場を設けた。 

●地域女性を招いての試
食会、フレンチシェフ
による麹活用学習会等
を行い、地元住民の意
見を聞く場、麹活用の
方法について学ぶ機会
を持った。 ― 

●市内の有名ホテルで農
畜産品の試食会を開催
した。 

●「サバヌーボー」の販
路開拓、プロモーショ
ンに向けて、道の駅西
山公園での試食会の開
催や全３回のお披露目
会(地元のホテル、寿司
店等)、PR ビデオの製
作・YouTube での公開
など、多くの人の目に
触れる機会や食べても
らう機会を創出した。 

― 

●開発した棚田ビジネス
の販売促進・販路開拓
のため、連携した PR
活動、募集が必要であ
ったことから、支援対
象や連携組織の意向を
把握し、調整を行うと
ともに、徳島大学澤田
氏よりアドバイスを得
て、連携型ＰＲづくり
を行った。 

●商品の完成が遅れたた
め、当初 11 月に予定し
ていた首都圏でのモニ
ター販売を延期した。 

●２月 18 日～20 日、新
宿駅南口の宮崎物産館
KONNE で試験販売を行
った。｢焼酎｣の見本の
試飲会も行い、アンケ
ートを取り、その結果
を綾町エコパーク推進
室および産業推進機構
で検証し、販売戦略を
組み立て、今後の方向
性を議論した。 

●沖縄市は、募集告知、
販売ルート確保等、街
全体での協力体制の構
築を支援した。 



 

活動 

プロセス 

体制名 

道南 峡南 七尾 浜松 鯖江 兵庫 上勝 綾町 沖縄 

（７） 

広報・プロ

モーショ

ン 

●渡島総合振興局、北洋
銀行が、道内外の百貨
店・専門店のバイヤー
やアドバイザーを支援
対象に紹介し、商談が
出来るようにするなど
のプロモーション支援
を行った。 

●イベント開催に合わ
せ、協議会からマスコ
ミへ積極的に情報発信
を行った。また、試食
会や体験ツアーにおい
て、アドバイザーとし
ての参加を依頼したこ
とにより、多くの取組
が新聞に掲載され、認
知度向上に貢献した。 

●東京ビックサイトで行
われた「こだわり食品
フェア 2015」への出
店、新東名高速道路の
駿河湾沼津 SA での PR
活動等により、プロモ
ーションを展開。 

●新聞社やテレビ局へ積
極的に働きかけ取材対
象にしてもらうこと
で、取組の露出を高め、
認知度が向上。 

●外部から来たインター
ン生（女子大生）が、
集落内を歩き回り、地
元の人との対話を重ね
ながら地域資源を調査
し、おさんぽ MAP づく
りに取り組むなど、活
動に参画した。 

●積極的に新聞社を中心
とするメディアに情報
を提供し、取組の露出
度を高めた。 

●「サバヌーボー」の販
路開拓、プロモーショ
ンに向けて、道の駅西
山公園での試食会の開
催や全３回のお披露目
会(地元のホテル、寿司
店等)、PR ビデオの製
作・YouTube での公開
など、多くの人の目に
触れる機会や食べても
らう機会を創出した。 

●各プロジェクトの広報
媒体として、継続的に
活用可能な Web サイト
を構築した。 

●作成した棚田アクティ
ビティのチラシや上勝
町の広報誌やホームペ
ージ、Facebook「上勝
さとやま通信」等を通
じて、地元での PR 活動
を実施した。 

●試行前に、徳島空港ビ
ルや徳島大学等でのチ
ラシ配布やパネル展示
等により、都市部での
PR 活動を行った。 

●試行後は、徳島、兵庫
（神戸・丹波篠山）、高
松、松山、東京などの
都市部で PR 活動を実
施した。 

●認証制度が確立した
後、その内容を広く一
般に周知させるための
ツールとして、パンフ
レットの作成、またタ
ブレットやスマートフ
ォン、PC にも対応し広
報に寄与するツールの
開発に対し、補助およ
び助言を行った。 

●認証商品の購入がクレ
ジット決済でできる機
能を備えた EC サイト
と連動させることによ
って、ネット上での販
路拡大に対応できるよ
うにした。 

●沖縄海邦銀行による結
結に対する店頭展示の
支援、沖縄市による
NPO 法人たのしい教育
研究所に対する教育委
員会等の連携支援、セ
ミナー広報支援等を行
った。 

（８） 

モチベー

ションの

維持・向上 

●認知度を上げるための
広報に、支援対象と協
議会のみが携わるので
はなく、できるだけ多
くの支援を得て関係者
を増やすようにした。 

●試食会や学習会を通じ
て、自分たちが作った
商品が形になったこ
と、地域住民の意見を
聞くことができたこ
と、多くのメディアに
取り上げられたこと等
がメンバーのモチベー
ションの向上につなが
った。 

●受入担当者やコーディ
ネーターに相談できな
いことは、周囲の大人
に相談できるような関
係を築き、地域全体で
受け入れる体制づくり
に留意。 

●竹粉の効能を証明する
ための、竹粉を使った
肥料で育った野菜と従
来の野菜との比較検査
が必要。ガスクロ検査
で協議会メンバーの意
向を重視しすぎた。作
業の大幅な遅れがあ
り、検査に不適切な部
分も見つかり、再検査
が必要となった。 

●掃部氏が中心となり、
関係者同士の意見交換
の場を密に持った。 

●中間支援組織は、地域
プレーヤーの自立を促
す「指導者」ではなく、
共に事業を行う伴走
者、パートナーとして
の関係を築くことを意
識し、主役は地域であ
ることが伝わるよう協
議を重ねた。 

●支援対象の意識の高
揚、やる気の創出のた
め、高校生や大学生な
どの若者ボランティア
の参画を得るビジネス
フレームを構築した。 

― 

●１団体の支援と捉え
ず、事業全体にチーム
となり取り組むこと
で、子どものデザイン
が世に広がっていくこ
とを各支援対象に意識
させることを重要とし
た。 

 


